
凡　
　

例

一 　
『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
』
は
、
宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八

百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
を
記
念
し
て
刊
行
す
る
も
の
で

あ
り
、『
真
宗
聖
典
』
収
録
の
宗
祖
撰
述
の
聖
教
・
宗
祖
書
写

の
聖
教
を
収
録
す
る
。
両
者
を
照
応
し
て
読
む
こ
と
を
通
し
て
、

教
法
聞
思
の
歩
み
を
よ
り
深
め
て
い
く
こ
と
を
願
い
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

二 　
『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
五
』
に
は
、
宗
祖
真
蹟
消
息
十
二

通
・
宗
祖
消
息
古
写
本
八
通
・『
親
鸞
聖
人
御
消
息
集
広
本
』・

『
御
消
息
集
善
性
本
』・『
親
鸞
聖
人
血
脈
文
集
』・『
末
燈
鈔
』

を
収
録
し
、『
真
宗
聖
典
』（
第
二
版
）
の
底
本
を
翻
刻
し
た
。

三 　
『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
五
』
に
収
録
し
た
宗
祖
真
蹟
消

息
・
宗
祖
消
息
古
写
本
・
消
息
集
に
つ
い
て
は
、
扉
の
次
頁
に

解
題
を
付
し
た
。
ま
た
本
凡
例
に
加
え
、
独
自
の
編
集
方
針
を

立
て
た
場
合
は
解
題
の
後
に
記
し
た
。
な
お
、
宗
祖
真
蹟
消

息
・
宗
祖
消
息
古
写
本
は
、『
真
宗
聖
典
』（
第
二
版
）
の
掲
載

順
と
し
た
。

四 　

翻
刻
文
は
以
下
の
方
針
に
よ
っ
て
扱
っ
た
。

　

1 　

宗
祖
真
蹟
消
息
お
よ
び
宗
祖
消
息
古
写
本
は
、
原
本
の
行

格
通
り
に
翻
刻
し
、
本
文
の
前
や
上
下
の
余
白
に
記
さ
れ
た

追
申
等
に
つ
い
て
は
適
宜
そ
の
位
置
を
整
え
た
。
ま
た
、
消

息
各
通
の
冒
頭
に
「【
一
】」
等
の
通
数
を
付
し
、
各
消
息
集

の
翻
刻
本
文
に
は
適
宜
改
行
を
加
え
た
。

　

2 　

漢
字
の
字
体
は
、
文
意
・
語
義
を
ふ
ま
え
て
現
行
の
字
体
・

現
行
漢
和
辞
書
の
見
出
し
字
の
字
体
に
よ
っ
て
適
宜
統
一
し

た
。
た
だ
し
語
義
・
術
語
・
本
文
の
注
記
内
容
に
関
わ
る
字

は
、
原
本
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

　

3 　

仮
名
の
翻
刻
に
つ
い
て
は
現
行
の
字
体
を
用
い
、
略
字
は

ひ
ら
い
て
翻
刻
し
た
。
た
だ
し
、
畳
字
「
は
」「
々
」「
ゝ
」

「
ヽ
」「
〳
〵
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
本
通
り
翻
刻
し
た
。

　

4 　

原
本
の
翻
刻
に
あ
た
り
注
意
を
要
す
る
箇
所
は
、
本
文
の

左
傍
に
見
開
き
二
頁
ご
と
に
番
号
を
付
し
脚
注
欄
に
示
し
た
。

　

5 　

左
訓
は
、
左
訓
が
付
さ
れ
る
本
文
の
字
・
語
・
句
の
右
傍

に
見
開
き
二
頁
ご
と
に
丸
数
字
で
番
号
を
付
し
、
当
該
頁
の

脚
注
欄
に
「 

左 

」
の
記
号
を
冒
頭
に
付
し
て
示
し
た
。

　

6 　

返
り
点
は
、
原
本
通
り
に
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

　

7 　

原
本
の
欄
外
や
行
間
等
に
記
さ
れ
る
脱
文
・
脱
字
な
ど
の

補
記
は
本
文
の
該
当
す
る
位
置
に
挿
入
し
た
。
そ
の
際
、
挿

凡　　例
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iii

入
を
指
示
す
る
「
◦
」
等
の
記
号
は
省
略
す
る
こ
と
を
原
則

と
し
た
が
、
特
に
注
意
を
要
す
る
箇
所
は
原
本
の
通
り
に
翻

刻
し
た
場
合
が
あ
る
。

　

8 　

誤
字
や
衍
字
等
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
通
り
に
翻
刻
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
、
特
に
注
意
を
要
す
る
も
の
以
外
は
注
記

し
な
い
。

　

9 　

料
紙
の
欠
損
等
に
よ
り
、
字
の
一
部
が
残
存
す
る
も
の
の

明
確
に
判
断
で
き
な
い
も
の
は
「
□
」
で
示
し
た
。

　

10 　

墨
で
塗
抹
さ
れ
て
い
る
箇
所
や
料
紙
を
擦
る
、
あ
る
い
は

削
る
等
の
方
法
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
箇
所
、
重
ね
書

き
や
見
せ
消
ち
が
な
さ
れ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
修
正

後
の
内
容
を
翻
刻
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
特
に
注
意
を
要

す
る
場
合
の
み
脚
注
に
示
し
た
。

　

11 　

声
点
等
の
記
号
は
省
略
し
、
原
本
に
お
け
る
朱
記
の
箇
所

は
一
々
を
注
記
し
な
い
が
、
特
に
注
意
を
要
す
る
場
合
の
み

脚
注
に
示
し
た
。

　

12 　

原
本
の
表
紙
の
状
況
は
本
文
の
前
に
掲
げ
、
そ
の
冒
頭
に

「（
表
紙
）」
等
の
傍
注
を
付
し
た
。

五 　

利
用
の
便
を
考
慮
し
、
下
欄
余
白
に
『
真
宗
聖
典
』（
第
二

版
）
の
掲
載
頁
数
を
示
し
た
。
ま
た
、『
真
宗
聖
典
』（
第
二
版
）

の
校
注
に
掲
載
し
た
宗
祖
真
蹟
消
息
・
宗
祖
消
息
古
写
本
・
各

消
息
集
の
重
複
の
状
況
を
示
し
た
一
覧
表
を
収
録
し
た
。
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【
二
】

　

宗
祖
が
門
弟
の
浄
信
に
宛
て
た
返
書
で
、
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
七
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
七
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
消
息
末
尾
に
は
「
十
月
廿
一
日　

親
鸞　

浄
信
御
房
御
返
事
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
浄
信
は
、
後
に
掲
げ
る
真
蹟
消
息
【
四
】
の
本
文
前
余
白
に
別
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
「
浄

信
」
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
消
息
と
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
に
、
顕
智
上
人
書
写
本
（
古
写
本
【
二
】）
や
広
本
【
一
五
】、『
末
燈

鈔
』【
一
四
】
が
あ
る
。
た
だ
し
、
本
文
に
登
場
す
る
「
承
信
」
の
名
が
『
末
燈
鈔
』
で
は
す
べ
て
「
乗

信
」
と
な
っ
て
い
る
点
、
広
本
と
『
末
燈
鈔
』
で
は
日
付
が
「
廿
七
日
」、
宛
名
が
「
慶
信
」
と
な
っ
て

い
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。

【
三
】

　

覚
信
の
息
男
・
慶
信
が
宗
祖
に
宛
て
た
上
書
に
、
宗
祖
が
加
筆
し
て
そ
の
ま
ま
慶
信
へ
の
返
書
と
し
た

も
の
で
、
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
七
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

こ
の
よ
う
な
形
式
は
他
に
見
ら
れ
ず
、
貴
重
な
消
息
で
あ
る
。
慶
信
の
上
書
の
末
尾
に
は
、
慶
信
の
花
押

と
共
に
「
進
上　

聖
人
ノ
御
所
ヘ　

蓮
位
御
房　

申
さ
せ
給
ヘ　

慶
信
上　

十
月
十
日
」
と
記
さ
れ
て
お

り
、
当
時
宗
祖
の
側
に
仕
え
て
い
た
門
弟
の
蓮
位
を
通
し
て
宗
祖
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

蓮
位
が
、
宗
祖
の
返
書
と
共
に
慶
信
に
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
添
状
が
善
性
本
【
三
】
に
収
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
加
筆
当
時
、
宗
祖
は
「
カ
イ
ヒ
ヤ
ウ
」（
咳
病
）
で
病
床
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

33

解　

題

　

宗
祖
が
門
弟
等
に
宛
て
て
書
い
た
消
息
は
、
消
息
集
と
し
て
編
集
さ
れ
て
伝
わ
る
も
の
と
単
独
で
伝
わ

る
も
の
が
あ
る
。
宗
祖
真
蹟
の
消
息
は
、
高
田
専
修
寺
蔵
七
通
、
西
本
願
寺
蔵
四
通
、
東
本
願
寺
蔵
一
通

の
計
十
二
通
が
そ
れ
ぞ
れ
伝
わ
っ
て
い
る
。
中
で
も
、
本
著
作
集
収
録
真
蹟
消
息
【
七
】
か
ら
【
一
二
】

の
六
通
は
、
い
ず
れ
の
消
息
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
宗
祖
真
蹟
消
息
の
各
通
に
つ
い
て
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

【
一
】

　

宗
祖
が
門
弟
の
覚
信
に
宛
て
た
返
書
で
、
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
九
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
一
二
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
本
文
の
後
に
は
宗
祖
の
花
押
と
共
に
「
五
月
廿
八
日
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
消
息
末
尾
に
は
別
筆
で
「
建（一
二
五
六
）

長
八
歳 

丙
辰 

五
月
廿
八
日　

親
鸞
聖
人
御
返
事
」
と
あ
り
、

宗
祖
八
十
四
歳
の
時
の
消
息
と
見
ら
れ
る
。

　

覚
信
は
、
宗
祖
が
高
田
の
入
道
に
宛
て
た
消
息
（
真
蹟
消
息
【
八
】）
や
善
性
本
【
三
】
に
収
録
さ
れ
る
蓮

位
添
状
な
ど
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
宗
祖
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
端
書
の
「
専

信
坊
」
は
、
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
六
月
二
十
二
日
に
『
教
行
信
証
』
を
書
写
し
た
専
信
房
専
海
で
あ
る
。

　

な
お
、
宗
祖
は
こ
の
消
息
を
書
い
た
翌
日
の
五
月
二
十
九
日
に
、
息
男
・
善
鸞
に
消
息
を
送
り
義
絶
し

（
古
写
本
【
八
】）、
そ
の
旨
を
伝
え
る
消
息
（『
血
脈
文
集
』【
二
】）
を
門
弟
の
性
信
（
一
一
八
七
│
一
二
七
五
）

に
送
っ
て
い
る
。
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【
六
】

　

宗
祖
が
笠
間
の
念
仏
者
に
宛
て
た
消
息
で
、
東
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
七
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
二
五
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
消
息
末
尾
に
は
「
建（一
二
五
五
）

長
七
歳
乙
卯
十
月
三
日　

愚
□
□
□　

□
十
三

歳
書
之
」
の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
笠
間
は
、
宗
祖
が
越
後
か
ら
常
陸
へ
移
住
し
た
後
、
二
十
年
余
り

居
住
し
た
地
に
近
い
地
域
で
、
そ
の
笠
間
の
念
仏
者
か
ら
の
疑
問
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
消
息
が

書
か
れ
た
建
長
七
年
は
、
宗
祖
が
息
男
・
善
鸞
を
義
絶
す
る
前
年
に
あ
た
り
、
笠
間
の
念
仏
者
た
ち
の
疑

問
も
善
鸞
の
唱
え
た
異
義
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
真
仏
上
人
が
書
写
し
た
「
念
仏
者
疑
問
」（
古
写
本
【
三
】）
や
『
血
脈
文
集
』【
一
】、『
末
燈

鈔
』【
二
】
は
、
こ
の
消
息
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
、「
念
仏
者
疑
問
」
に
記
さ
れ
る
奥
書
の
年
時
が
異
な

る
こ
と
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

【
七
】

　

宗
祖
が
真
仏
上
人
に
宛
て
た
消
息
で
、
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
八
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
五
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
本
文
末
尾
に
は
宗
祖
の
花
押
と
共
に
「
十
二
月
十
五
日
」
と
日
付
が
記

さ
れ
て
い
る
。
年
号
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
に
五
日
前
の
十
二
月
十
日
に
「
せ
う
ま
う
」（
焼
亡
）

に
遭
っ
た
と
あ
り
、
建
長
八
（
一
二
五
六
）
年
九
月
十
五
日
に
書
か
れ
た
恵
信
尼
の
消
息
（『
恵
信
尼
消
息
』

第
二
通
）
に
も
、
覚
信
尼
に
送
っ
た
譲
状
が
火
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
前
年
の
建
長
七
（
一
二
五
五
）
年
宗
祖
八
十
三
歳
の
時
の
消
息
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

55

れ
る
。

【
四
】

　

宗
祖
が
門
弟
の
浄
信
に
宛
て
た
返
書
で
、
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
一
七
〇
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
こ
の
消
息
に
は
宛
名
や
日
付
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
文
前
の
右

端
余
白
に
別
筆
で
「
浄
信
御
坊
御
返
事　

親
鸞
」
と
記
し
た
押
紙
が
あ
る
こ
と
、
善
性
本
【
二
】
で
は
浄

信
が
二
月
十
二
日
付
で
宗
祖
に
宛
て
た
上
書
の
次
に
こ
の
消
息
と
ほ
ぼ
同
文
の
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
ほ
ぼ
同
文
の
『
末
燈
鈔
』【
七
】
の
末
尾
に
は
「
二
月
廿
五
日　

親
鸞　

浄
信
御
房 

御
返
事
」
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
門
弟
の
浄
信
か
ら
の
上
書
に
対
し
て
、
宗
祖
が
二
月
二
十
五
日
に
書
い
た
返

書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
浄
信
は
、
真
蹟
消
息
【
二
】
と
同
一
人
物
と
見
ら
れ
る
。

【
五
】

　

宗
祖
が
「
し
の
ふ
の
御
房
」
に
宛
て
た
返
書
で
、
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
八
・
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
七
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
本
文
末
尾
に
は
宗
祖
の
花
押
と
共
に
「
十
月
六
日　

親
鸞
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
し
の
ふ
の
御
房
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
消
息
と
ほ
ぼ
同
文
の
『
末
燈
鈔
』【
一
三
】

等
の
消
息
末
尾
の
宛
名
が
「
真
仏
御
房
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
真
仏
上
人
と
す
る
説
、
陸
奥
国
信し

の

夫ぶ

郡
に
居
住
し
て
い
た
宗
祖
の
門
弟
性
意
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
か
を
決
定
す
る
手
が
か
り
は
未
だ

不
明
で
あ
る
。
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【
九
】

　

宗
祖
が
「
わ
□
こ
せ
ん
」
に
宛
て
た
消
息
で
、
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
三
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
本
文
の
後
に
は
、
宗
祖
の
花
押
と
共
に
「
三
月
廿
八
日
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
宛
名
の
「
わ
□
こ
せ
ん
」
は
、
宗
祖
の
末
娘
で
あ
る
覚
信
尼
（
一
二
二
四
│
一
二
八
三
）
の
俗

名
「
王わ
う

御こ

前せ
ん

」
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
消
息
に
登
場
す
る
「
い
や
お
む
な
」
は
下
人
の
名
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
真
蹟
消
息
【
一
二
】
に
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
。

【
一
〇
】

　

宗
祖
が
「
い
ま
こ
せ
ん
の
は
ゝ
」（
今
御
前
の
母
）
に
宛
て
た
消
息
で
、
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦

二
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
三
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
本
文
末
尾
に
は
宗
祖
の
花
押
と
共
に
「
十

一
月
十
一
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
消
息
で
宗
祖
は
今
御
前
の
母
に
対
し
て
、
常
陸
の
人
々
に
「
こ
の
ふ
み
」
を
見
せ
る
よ
う
勧
め
て

い
る
が
、
お
そ
ら
く
翌
日
の
十
一
月
十
二
日
に
宗
祖
が
常
陸
の
人
々
に
宛
て
て
書
い
た
消
息
（
真
蹟
消
息

【
一
一
】）
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
今
御
前
の
母
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

【
一
一
】

　

宗
祖
が
常
陸
の
人
々
に
宛
て
た
消
息
で
、
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
九
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
九
一
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
本
文
末
尾
に
は
宗
祖
の
花
押
と
共
に
「
十
一
月
十
二
日　

せ（
善
信
）

ん
し
ん
」
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こ
の
消
息
で
宗
祖
は
、
主
人
に
無
断
で
上
京
し
た
「
ゑ
ん
仏
」
が
関
東
に
帰
っ
た
際
、
主
人
と
の
間
を

取
り
持
つ
よ
う
真
仏
上
人
に
依
頼
し
、
あ
わ
せ
て
自
身
の
近
況
を
伝
え
て
い
る
。「
ゑ
ん
仏
」
は
、
妙
源

寺
本
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』
に
信
願
（
一
一
九
一
│
一
二
六
八
）
の
弟
子
と
し
て
そ
の
名
を
連
ね
る

「
円
仏
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

【
八
】

　

宗
祖
が
門
弟
の
高
田
の
入
道
に
宛
て
た
返
書
で
、
高
田
専
修
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
二
九
・
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
一
二
九
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
本
文
末
尾
に
は
宗
祖
の
花
押
と
共
に
「
閏
十
月
廿
九
日　

親
鸞
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宗
祖
八
十
七
歳
の
正
元
元
（
一
二
五
九
）
年
に
書
か
れ
た
消
息
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
高
田
の
入
道
は
、
真
仏
上
人
の
伯
父
に
あ
た
る
人
物
で
、
下
野
真
岡
城
主
の
大
内

国
時
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
消
息
で
宗
祖
は
、
門
弟
の
「
か
く
ね
む
」、「
か
く
し
ん
」、「
か
く
ね
ん
」
に
つ
い
て
言
及
し
て
お

り
、
宗
祖
と
門
弟
と
の
関
係
性
が
窺
わ
れ
る
。「
か
く
ね
む
」
は
妙
源
寺
本
『
親
鸞
聖
人
門
侶
交
名
牒
』

に
顕
智
上
人
の
門
侶
と
し
て
そ
の
名
を
連
ね
る
「
覚
念
」
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、「
か
く
し
ん
」
は
真
蹟

消
息
【
一
】
と
同
一
人
物
で
、「
か
く
ね
ん
」
は
国
宝
本
『
正
像
末
法
和
讃
』
の
元
表
紙
等
に
記
さ
れ
る

「
釈
覚
然
」（『
宗
祖
親
鸞
聖
人
著
作
集
三
』
二
二
七
頁
）
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
一
通
専
修
寺
蔵
。

【
一
】

四
月
七
日
の
御
ふ
み　

五
月
廿
六
日

た
し
か
に
〳
　〵

み
候
ぬ　

さ
て
は

お
ほ
せ
ら
れ
た
る
事　

信

の
一
念　

行
の
一
念　

ふ
た
つ

な
れ
と
も　

信
を　

は
な
れ
た
る

行
も
な
し　

行
の
一
念
を　

は

な
れ
た
る　

信
の
一
念
も　

な
し

そ
の
ゆ
へ
は　

行
と
申
は　

本
願
の

名
号
を　

ひ
と
こ
ゑ　

と
な
え
て

わ
う
し
や
う
す
と　

申
こ
と
を

き
ゝ
て　

ひ
と
こ
ゑ
を
も　

と
な
へ　

も
し

は　

十
念
を
も
せ
ん
は　

行
な
り　

こ
の

709

宗祖真蹟消息

9

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
消
息
で
宗
祖
は
、
自
身
の
死
後
、
今
御
前
の
母
と
「
そ
く
し
や
う
」
の
扶
持
を
常
陸
の
人
々
に
求

め
て
い
る
。「
そ
く
し
や
う
」
は
、
順
信
房
信
海
が
弘
安
五
（
一
二
八
二
）
年
に
覚
恵
（
一
二
四
八
│
一
三
〇

七
）
に
宛
て
た
消
息
「
信
海
書
状
」（
西
本
願
寺
蔵
）
や
『
常
楽
台
主
老
衲
一
期
記
（
存
覚
一
期
記
）』
等
に

そ
の
名
が
見
ら
れ
る
即
生
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

【
一
二
】

　
「
せ
う
あ
み
た
仏
」
が
雇
っ
て
い
た
下
人
の
「
い
や
女
」
を
「
ひ
む
か
し
の
女
房
」
に
譲
り
渡
し
た
こ

と
を
宗
祖
が
保
証
す
る
旨
が
記
さ
れ
た
譲
状
で
、
西
本
願
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
（
縦
三
一
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
四
八
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。
本
文
末
尾
に
は
宗
祖
の
花
押
と
共
に
「
寛（一
二
四
三
）

元
元
年
癸
卯
十
二
月
廿

一
日
」
の
年
時
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
せ
う
あ
み
た
仏
」
は
、
文
永
四
（
一
二
六
七
）
年
に
慈
信
房
澄
海
に
大
谷
の
土
地
を
譲
っ
た
照
阿
弥
陀

仏
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。「
ひ
む
か
し
の
女
房
」
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

凡　

例

　

一 　
【
三
】
の
翻
刻
に
お
い
て
、
慶
信
の
上
書
に
対
す
る
宗
祖
の
加
筆
訂
記
箇
所
は
、
慶
信
の
上
書
本

文
の
右
傍
に
示
し
た
。
ま
た
、
慶
信
が
記
し
た
字
を
宗
祖
が
訂
正
し
た
箇
所
に
は
、
慶
信
が
記
し
た

字
の
左
傍
に
圏
点
を
付
し
た
（
例　

嘉〇
）。
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1
こ
の
一
行
別
筆
。

覚
信
御
房
御
返
事

　
　

専
信
坊　

京
ち
か
く　

な
ら
れ

　
　

て
候
こ
そ　

た
の
も
し
う

　
　

お
ほ
え
候
へ

　
　

又　

御
こ
ゝ
ろ
さ
し
の　

せ
に　

三
百
文

　
　

た
し
か
に
〳
　〵

か
し
こ
ま
り
て

　
　

た
ま
は
り
て
候

　
　
　
建
長
八
歳 

丙辰 

五
月
廿
八
日　

親
鸞
聖
人
御
返
事

1

宗祖真蹟消息

11

御
ち
か
い
を　

き
ゝ
て　

う
た
か
ふ　

こ
ゝ
ろ

の　

す
こ
し
も　

な
き
を　

信
の
一
念
と

申
せ
は　

信
と　

行
と　

ふ
た
つ
と

き
け
と
も　

行
を　

ひ
と
こ
ゑ
す
る

と　

き
ゝ
て　

う
た
か
は
ね
は　

行
を　

は

な
れ
た
る　

信
は　

な
し
と　

き
ゝ
て
候

又
信　

は
な
れ
た
る　

行
な
し
と

お
ほ
し
め
す
へ
く
候　

こ
れ
み
な

み
た
の　

御
ち
か
い
と　

申
こ
と
を

こ
ゝ
ろ
う
へ
し　

行
と　

信
と
は

御
ち
か
い
を　

申
な
り　

あ
な

か
し
こ
〳
　〵

い
の
ち
候
は
ゝ

か
な
ら
す
〳
　〵

の
ほ
ら
せ
給
へ
く
候

　

五
月
廿
八
日　
　
　
（
花
押
）
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